
大
引

四
単
一ハ
四
二
?

一
日
第

三
租
郵
便
物
昭
可

〔
彊
月

一
囲

一
日
鷹

母
〕

曾:學濟 鯉學ヌく國帝都京

舞爵

概

・
辱
護翁叢

竹 歴 日 一 月 二 年 六 和 昭

鷲

韓

載
)

払覗

…叢

不
動
産
貸
螢
業

の
地
方
間
課
税

・
法
學
博
士
神

戸

正

雄

媒
禁

幕
府
産
物
會
所
設
立
計
書

に
つ
い
て
・
経
済
嵩

士

本

庄

榮

治

郎

時
一

翰
}

一
新
地
租
方
案
を
論
ず

　
量

汐

見

三

郎

・

縄
濟
學
士

蜷

川

虎

三

肇

丸
厚
栓

田
員
一
U比

、
消し

'
,

圏
ゆ
ト
.

田
.

7ま
湊
ラ
」ノ
6

ζ

4現

し

}

一説

艸
兜

掲

逸

紳
工

業

金

融

磯
燗
幌

H
邑

=
のま

①
。・鼻

聾

●

米

の

銘

柄

別

短

期

清

算

取

引

を

評

す

・

雑

録

消

費

組

合

に

よ

る

米

の

配

給

・

段
別
割
の
存
在
理
由

…

支
那
経
済
の
衰
退

こ
そ
の
復
興
問
題

:

近
江
日
野
町
志
を
讀
み
て

…

附

鋒

新
着
外
國
経
濟
雑
誌
主
要
論
題

縄
濟
學
士

楠

見

一

正

縄
濟
學
士

今

西

庄

次

郎

経 経 纏 縫

濟 濟 濟 薄

墨 學 學 學
士 士 士 士

菅 大 安 谷

野 上 田 口

和

太 末 元 吉

郎 廣 七 彦

本
誌
第
二
十

}
巻
乃
至
第
三
十
巻
論
題
索
引



段
別
割

の
山仔
弔仕
理
由

第
三
十
二
巻

四

一
八

第

二
號

=
二
二

.

ご

F

'♪
し
～

一～
一
貞
く
覧

)

一.一・」
1
く
一
恥

.
一5
し
.ま

、

)

コ
ー
」
頃
三
富

ま
メ

到

川
瘤

浬

¢

一零

蓬

.し

毯

飼

ノ
¢

印
国

道

大

上

末

廣

序

言

支
那
に
近
代
的
産
業
組
織

が
、
始
め
て
そ
の
姿
を
現
ぼ
し
た

の
は
、
道
光

二
十
二
年
の
南
京
條
約
以
後
で
あ
る
。

そ
の
後

、

き
は
め
て
怪
し
げ
な

足
取
で
は
あ

っ
た
が
、
と
も
あ

れ
支
那
の

資
本
主
義
は
、
漸
次
嚢
達
の
過
程
を
辿
っ
た
の
で
あ

っ
た
。
而

し
て
民
団
五
年
を

一
輪
期
と
し
て
、
こ
の
資
本
主
義
経
済
は
や

・
見
る
べ
き
進
歩
を
な
し
た
の
で
あ

っ
た
が
、
そ
の
襲
蓮
普
及

の
程
度
は
、
勿
論
諸
他
の
先
進
国
の
此
で
は
な
い
。
そ
れ
な
只

・



萌
芽
の
欣
態
に
在

る
、
と
言
ひ
う
る
に
過
ぎ
ぬ
で
あ
ら
う
σ
か

く
の
如
く
謂
は
"
幼
年
期
に
彷
徨
す
る
支
那
の
資
本
主
義

は
、

然

る
に
、
「
方
に
於
て
は
国
内

の
政
治
的
混
齪

の
た
め
に
,他
方

に
在
っ
て
は
世
界
的
規
模
の
経
済
恐
慌
の
た
め
に
、
い
ま
激
し

い
苦
難
を
な
め
つ

・
あ
る
。
工
商
部
上
海
商
品
槍
験
局
の
出
版

に
か

、
る
『国
際
貿
易
尊
報
』
が
、同
誌
の
第

一
巻
第
四
號

(
民
国

+
九
年
七
月
)を

『
金
貴
銀
騰
與
国
際
貿
易
問
題
號
』
と
な
し
、
ま

・

だ
上
海
特
別
市
商
人
團
膿
整
理
奢

貝
會
が
、
そ
の
機
関
誌

『
商

業
月
報
』
第
十
巻
第
六
號
(民
国
十
九
年
六
月
)
を
、

『
失
業
問
題

專
號
』
と
な
し
九
る
如
き
は
、
幼
き
支
那
資
本
主
義
の
あ
げ
た

小
さ
い
然
し
乍
ら
痛
ま
し
い
嘆
き
の
直
接
的
表
現
で
あ
ら
う
。

拙
稿
は
『
新
生
命
』
第
三
巻
第
十
號
(民
國
+
九
年
+
月
)に
掲
載

せ
ら
れ
た
陶
希
望
氏
の
『
中
国
経
済
衰
落
與
復
興
問
題
』
の
紹
介

で
あ
る
。
い
ま
僅

か
に
焚
展
の
緒
に
つ
い
九
支
那
の
資
本
主
義

ぱ
、
上
述

の
如
き

一
つ
の
障
碍
に
當
面
し

つ
・
あ
る
が
、
此
の

問
題
に
關
す
る
様

々
の
議
論
が
、
支
那
の
経
濟
學
界
に
生
ま
れ

て
み
る
。
私
の
見
聞
は
、
極
め
て
淺
荻
で
は
あ
る
が
、
然
し
支

那
経
済
の
現
状
に
關
す
る
幾
多
の
批
判
的
記
述
の
う
ち
、
氏
の

支
.那
経
濟
の
　最
}退
と
そ
の
復
興
ハ問
題

該
稿
は
、
最
も
出
色
あ
る
文
字
で
あ
る
と
信
ず
る
。
課
楕

の
動

機
は
こ

〉
に
在
る
。
然
し
乍
ら
、
學
説
の
紹
介
は
、
勿
論

そ
の

學
読

の
合
服
的
承
認
を
意
味
し
な
い
。
氏
の
此
の
論
稿
中
に
は

事
實

に
聞
す
る
数
個
の
誤
認
が
含
ま
れ
て
を
り
、
ま
た
そ
の
理

論
も
幾
多
の
瓢
に
於
て
、
猫
断
と
過
誤
に
陥

っ
て
み
る
。
例

へ

ば
、
所
謂
『
反
帝
國
主
義
』
連
動
に
關
す
る
氏
の
意
見
の
如
き
は
.

私
の
全
然
承
服
し
得
な
い
所
で
あ

る
。

『
反
帝
國
主
義
」
運
動

ぱ
、
支
那
脛
褥
の
獲
展
に
は
、
何
ら
の
寄
與
を
も
な
し
得
な
い

と
私
は
見
る
。
然
し
い
ま
は
此
ら
の
貼
に
は

}
切
ふ
れ
な

い
。

拙
稿
の
任
務
は
只
そ
れ
の
諜
出
紹
介
に
の
み
あ
る
。

一

工
業
製
造
品
の
最
も
重
要
な
る
消
費
市
揚
が
衰
退
す
れ
ば
、

工
業
も
そ
れ
に
随
っ
て
衰
微
す
る
。
支
那
は
、
昨
年
(民
国
+
八

年
。
以
下
同
じ
)
に
は
生
産
が
衰
退
し
た
に
も
拘
は
ら
す
、
国
際

貿
易

は
却

っ
て
暦
進
し
た
の
で
あ
る
。
然

る
に
、
今
年
(民
國
+

九
年
。
以
下
同
じ
)
に
到

っ
て
は
、
生
産
は
引
き

つ
"
い
て
衰
微

し
、
農
民
及
び
そ
の
他
の
小
生
産
者
の
購
買
力
は
、
更
に
低
下

し
た
。
從

っ
て
、
外
國
工
業
品
の
支
那
輸
入
は
、

一
型
し

て
減

第
三
十
二
巻

四
一
九

第
二
號

=
二
三



支
那
経
済

の
由波
…退
と
そ
の
必衰
興
問
題

少
す

る
に

至
っ
た
。

試
み

に
昨
年

と
今

年

と
の

、
日

・英

・
米

・
濁

・
四

ケ
國

の
封
支

り

那
輸
出

を

比
較

す
れ
ば

、
次
の

如
く
で
あ

る
。

一
九

二
九
年

一
九
三
〇
年

減
少
蛮
・

一央

國

一
〇
、
七
〇
三

六
、
九
六
四
(
千
一樗
)

三
五
%

濁

乙

一
〇

一
、
○
八
三

七
五
、
一
七
〇
(
千
馬
克
)

二
五
・
六

米

國

七
八
、
四
三

一

五
八
、
五
六
五
(
千
弗
)

二
五
・
三

口日

本

二
山ハ
四
、
七
〇
〇

二
〇
七
、
五
山八
五
(
鵡下
間圓
)

二

一
・
山ハ

農

民

及
び

そ
の

他
の
小

生
産
者

に
於
け

る
生
産

減
.少
に

基
く
購

買

力
の
減

退
が

、
餅
…に

外
國
商

品

の
輸

入
に
影

響
を

及
ぼ
し
た

と
す

れ
ば

、
そ
の
影
響

は
當
然

に
ま

た
内
國

商
業

の
上

に
も
現

は

る

》
σ
英
図

が
揚
子

江
上
に

走
ら

せ
て
み

る
船

数
の

減
少
せ

り
り

る
如
き
、
日
本
の
輸
入
貨
物

が
、
何
れ
も
輸
入
港
に
堆
積
し
て

み
る
如
.き
は
、
凡
て
内
國
商
業
の
褻
微
を
表
示
す
る
現
象
で
あ

る
。右

に
述

べ
た
外
國
貨
物
の
輸
入
減
少
及
び
停
滞
は
、
當
然
金

贋
の
昂
騰
銀
慣
の
低
落
の
結
果
で
あ
る
。然
し
、銀
償
は
何
故
に

低
落
し
た
か
。
支
那
の
現
銀
は
、内
地
に
消
費
さ
る

・
こ
と
が
出

来
す
、
從

っ
て
上
海
及
び
廣
州
等
の
国
際
都
市
に
集
中
し
、
且

第
三
十
二
巻

四
二
〇

第
二
號

=
二
四

つ
不
断

に
海
外
に
輸
出
せ
ら
る

・
趨
勢
に
在
る
が
、
か
く
の
如

き
趨
勢
は
、
世
界
の
銀
市
償
を
し
て
更
に
低
落

せ
し
む
る
條
件

と
な
る
。
而
し
て
、
支
那
の
内
地
が
銀
を
消
費
す
る
こ
と
の
出

来
な
い
基
本
的
原
因
は
、
生
産
の
衰
退
に
在
る
。
例

へ
ば
、
浙

江
省
の
如
き
は
、
往
年
新
繭

の
産
出
時
期
に
は
、
上
海

か
ら
約

一
千
萬
元
の
現
銀
を
吸
牧
し
た
の
で
あ
る
が
、
然
し
今
年
の
五

月
八
日
…現
在
に
於
て
は
、
ロ
バ僅
か
に
五
百
萬
元
を
搬
入
し
た
る

に
過
ぎ

ぬ
。
か
く
上
海
か
ら
運
び
出
さ
る
、
現
銀
が
、
た
だ
浙

江
省
の
繭

の
み
に
就
て
見
て
も

、
既
に
五
百
萬

元
も
減
少
し
て

り

み
る
の
で
あ
る
。
か
く
て
は
現
銀
の
都
市
に
集
中
せ
ざ
ら
ん
事

を
望
む
も
、
そ
は
不
可
能
事
で
あ
る
。
世
界
に
於
け
る
最
大
の

用
銀
國
が
、
既
に
そ
の
銀
を
用
ふ
る
に
場
所
の
な
い
現
状
に
在

っ
て
、
世
界
の
銀
市
償
の
昂
騰
を
求
む
る
は
、
ま
た
徒
ら
な
る

念
願
た
る
に
過
ぎ
ぬ
。

商
業
衰
退
の
現
象
は
、
昨
年
に
は
未
だ
現
は
れ
な
か
っ
た
。

然
し
、
工
業
の
衰
退
は
、昨
年
か
ち
引
き
続

い
た
趨
勢
で
あ
る
。

い
ま
敏
個
の
工
業
を
瞥
見
す
る
で
あ
ら
う
。
先
づ
綿
業
を
み
る
。

A・
年
上
牟
年
の
棉
織
業
に
は
、
や

》
進
歩
の
跡

が
伺
は
る

》
。

1)

2)

3)

4♪

九月六 日,上 海 日日新聞
六月五 日,時 事新報(上 海)参 看
六月十 三日,時 事新報(上 海)参 看
六月三 日,大 陸報社説



現

に
運
轄

中
の
紡

錘
歎
に

就
て
言

へ
ば

、
昨
年

の
下
半
期

に
比

し

τ
増
加
し

て
み

る
。
数
字

を
示

せ
ば

次

の
如
く
で
あ

る
。

紡

錘
鍛

本
年
上
半
年

昨
年
下
年
年

蓮
鴨
鍛

三
、
八
二
七
、九
〇
Q

三
、
六
九
九
.、
四
〇
二

建
設
中

二
〇
〇
、九
五
Q

一
八
○
、
九
四
〇

運
轄

中
並
に
建

設
中

の
紡
錘

数

は
、
約

計

四
百
萬

枚
に
達
す

る
。
運

轄

中
の
紡

錘

数

は
、
昨
年
末

に
比
し

て
十

二
萬

八
千

籐

放

の
塘

加

で
あ

る
。
然

し

、
吾

々
は
こ
れ
に

よ

っ
て
樂
観

す

べ

コウ

ひ

　
へ
む

ドセコ
コ
　ヨ
アヘロ
ヘ
ドへ
に
る
むド　

ラ

コ
む
ヤ
げ
　
コ
リ
モ
ピ

ヒ
モ
ロ
　

帝

て
ま
、推

力

肇

ね
ロ
フ
「

濡
身
』
て
.3

竃

蜜

一
に

・荒
蒲

]

…揚
使

用
の
原
棉

に
は

、
外

國
棉

が
増
加

し

て
、
支

那
棉

は
減
少

し

て
み
る

。
い
ま
昨
年

の

下
牟
年

と
今

年

の
上
半

年
と

の
原
棉

消

費
量
を

封
比
す

る
と
次
の
如

く
で
あ

る
。
(
輩
位
五
百
硝
大
包
)

原
棉
消
費

支

那

棉

米

國

棉

印

度

棉

埃

及

棉

其

他

合

計

本

年
上
半

年

七
七

〇
、
七
八
五

一
山八
一
、
五
二
〇

二
六
四
、
三

一
八

一
、
五
八
四

五
、
一
六

六

一
、
二
〇
三
、
二
七
三

昨
年
上
半
年

七
六

二
、
〇

一
七

一
二
九
、
六
四
七

一
九

八
、
七
四
六

八
六

一

一
、
二
五

一

一
、
〇
九

二
、
五
二

ニ

か
く
の
如
き
外
棉
増
加
の
現
象
は
、
何
故
に
起
つ
た
か
。『
支

支
那
誣
い濟
の
一景
退
と
そ
の
復
興
問
題

.

,

那
に
於
け
る
近
年
の
棉
産
量
は
、
約
五
六
百
萬
櫓
で
あ
る
が
、

こ
れ
で
は
紡
績
工
場
の
需
要
は
、
到
底
充
さ
れ
な
い
。
且
つ
そ

の
品
質
は
粗
短
で
あ

っ
て
、
精
紡
に
は
適
し
な
い
。
豫
州

の
嬢

寳
は
、
織
維

や

・
細
長
く
、
三
十
二
番
手
以
上
の
綿
糸
に
は
混

紡
し
う
る
が
、
然
し
そ
の
量
は
極
め
て
少
く
、
且

つ
退
化
の
傾

向
さ

へ
見
ら
る

》
。
そ
れ
故
に
細
線
を
紡
ぐ
に
は
、
米
坂
等
の

原
棉
を
用
ひ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
外
國
棉
の
輸
入
は
乃
ち
大
と
な
る

試
み
に
「,海
關
貿
易
」を
児
よ
、
原
棉
の
入
超
は
、
近
年

一
億
海

の

關
爾
の
亘
額
に
達
す
る
』
。綿
織
業
は
か
く
の
如
き
條
件
の
下
に

畿
達
し
て
み
る
の
で
は
あ
る
が
、
然
し
か
く
て
は
『
以
農
立
国
」

の
中
国
に
、
如
何
な
る
好
結
果
を
齎
ら
し
得
る
か
。
第
二
に
、

上
述

の
増
加
錘
敬
の
う
ち
に
は
、
日
本
商
は
百
分
の
三
十
九
を

占
め
て
を
り
、英
商
は
百
分
の
四
強
を
占
め
て
み
る
。
從

っ
て
棉

職
業
の
登
達
は
、
た
だ
外
国
資
本
の
よ
り
多
き
牧
利
に
外
な
ら

ぬ
。
之
に

反
し
て
、支
那
資
本
は
反
っ
て
危
殆
の
情
勢
に
在
る
。

危
殆
の
原
因
と
し
て
は

一
に
租
税
の
重
課
、
二
に
金
融
の
困
難

を
あ
け
う
る
。
綿
織
業
同
業
公
會
は
、
政
府
に
之
が
救
済
を
講

ふ
た
の
で
あ

る
が
・
政
府
に
は
今
尚
ほ
何
ら
の
辮

法
も
な
い
面

第
三
十
二
巻

四
一=

第
二
號
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6)
7)

華商紗廠聯合會調査
八月二十三 日,車 輻
六月二十六 日,申 報参看



支
那
経
済
の
衰
退
と
そ
の
復
興
問
題

次
に
生
継

及
絹
布
業
に
就
て
見
よ
う
。
生
繰
は
、
そ
の
輸
出

額
に
於
て
も
園
内
の
清
費
量
に
於
て
も
、
共
に
減
少
し
て
み
る

「
往
年
新
綜

の
上
市
後
に
は
、
欧
米

の
各
商

は
競
っ
て
之
を
購

入
し
た
。
從

っ
て
、
各
月
期
を
分
っ
て
必
ず
生
縣
布
面
は
賑

つ

た
。
今
年
は
然
ら
す
し
て
気
息
奄

々
ど
し
て

「
落
不
振
の
状
態

の

で
あ
る
』
。
そ
の
原
因
の
第

}
は
、
英
佛
等
の
絹
織
物
の
停
滞
で

あ

っ
て
、
民
家
は
人
絹
を
買

ふ
て
生
綜
を
用
ひ
な
い
。
第
二
因

は
、
日
本
縣
が
最
低
慨
格
を
以
っ
て
、
支
那
縣
と
競
争
し
τ
み

ね

る
瓢
に
あ

る
。
國
内
消
費
の
生
綜
に
至
っ
て
は
、
年
と
共
に
減

退
し
て
み
る
。
漸
江
綜
と
人
造
綜
と
を
比
較
す
る
に
、
前
者
の

消
費
量
は
漸
減
し
て
、
後
者
は
漸
増
し
て
み
る
。
最
近
三
ケ
年

動

の
両
者

の
消
費

量
は
左

の
如
く

で
あ

る
。

人
造
縣

天
然
孫

弟

一
年

五
五
〇
措

三
、
三
〇
〇
櫓
…

第

二
年

七
五
九

七
九
〇

第
三
年

九
五
四

七
二
〇

絹

布
業

の
衰

退
に

は
、
更

に
驚
く

べ
き

も
の

が
あ

る
。
浙

江

省
に

就

て
言

へ
ば

、
杭

州
、
嘉

興

、
湖
州

、
紹
興

の
四
地

に
於

け

る
絹
布

工
場

に
し

て
閉
塞

せ
る
も

の
は
、
最
近

ニ

ケ
年
に
九

第
一二
十
二
巻

四
二
二

第
二
號

一
一三
山八

十
籐
家
を
算
し
、
そ
の
停
機
の
合
計
は
、
約

五
千
敬
百
架
に
上

っ
て
み
る
。
絹
布
の
生
産
量
を
以
っ
て
論
ず
れ
ば
、
今
年
と
十

七
年
と
の
差
は
十
封
四
の
比
で
あ
り
、
十
八
年
と
の
差
は
十
針

三
で
あ

る
。

職
人
の

失
業
せ
る
も
の
は
、

三
萬

七
千
人

に
近

い

。
マ
ッ
チ
業

は

、瑞

典

マ
ッ

チ
・
ト
ラ

ス
ト
の
雄
厚
な

る
資
本

の

歴

迫
下

に
在

っ
て
、
諸

種

の
組
織

を
作

っ
て
之

が
樹
枕

に
努

力

し

つ

}
あ

る
。
然

し
瑞

典
寳

.本

家
は

、
東

三
省

の
市

揚
々
凋

占

し

、
.ま
た
噛

の

マ
。
チ
製
造
業
を
災

、
せ
ん
と
す
る
気
勢
を

示
し
て
み
る
。

煙
草
業
は
、
金
高
銀
安
及
び
視
則
の
腿
迫
を
う
け
て
み
る
。

六
月
末
胞
に
陸
続
と
停
業
せ
る
者
の
数
は
、
大
小
十
籐
家
を
下

に

ら
な
い
。
製
糖
業
の
表
徴
は
更
に
甚
だ
し
い
。
金
の
昂
騰
銀
の

低
落

の
た
め
に
、
外
囲
商
品
の
輸
入
が
日
々
に
減
少
し
つ

・
あ

る
今
日
、
外
囲
糖
の
輸
入
の
み
狽
り
盛
で
あ

る
。
上
海
に
於
け

る
砂
糖
貿
易
敬
は
、
毎
月
約
十
二
三
萬
包
前
後
で
あ
る
。
六
、

場

七
月
の
中
に
は
、
六
十
三
萬
包
の
輸
入
を
み
た
。

農
業
並
に
農
村
の
副
業
も
亦
、
昨
年
に
引
き
つ
ゴ
い
て
Y
衰

,

8)

9)

To)

・・)

12)

13)

六 月二十 三 日,時 事新 報
六 月 三十 日,申 報
八 月五 日,時 事新 報
六月二十 六 日,時 事新 報,参 看

六月七 日,時 事新報,参 看
一「ゴ月九 日,中 執



退
の
阪
を
下
っ
て
み
る
。
桐
油
の
輸
出
も

、
減
少
の
傾
向
に
在

る
。

ア
メ
リ
カ
に
於
け
る
支
那
桐
油
の
販
路
は
、

フ
ロ
リ
ダ
州

の
生
産
品
の
爲
に
抵
制
せ
ら
れ
つ

・
あ
る
。
そ
の
原
因
は
、
支

那
製
品
の
不
精
と
品
質
の
不

一
致
と
に
在
る
。

茶
の
生
産
は
、
そ
の
産
地
の
秩
序
不
安
の
た
め
に
、
本
年
度

は
著
し
い
減
少
を
見
た
。
そ
の
輸
出
の
不
振
な
る
は
生
綜
布
面

瑚

の

沈
敏

な

る
と

同

様

で
あ

る
。

ロ
シ

ア
は

も

と

支

那

茶

の

大
顧

客

で

あ

っ

た

が

つ

九

が

、
今

年

は

日
本

と

購

買

契

約

を

結

ん

だ

Q

起

座
彪
仁
.三
L
支

こ
～百日
LL
輪

止

胃文
下
窩

珂
零

口吻
野

比

拳

必よ
、

比
、
こ
璽

一
ノ』埴
胴メ
ィ

』
し

㌍にε
一■「「
圏π
一ノ
ζ
曇
匹レ員
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暫コ
ー

「」ト

百

二

十
萬

膀

を

輸

出

し

た

が

、
昨

年

の

三

百

三

十

二
萬

二
千

三

百

八

十

五
膀

に

比

し

て

、

八

十

八

萬

八
千

膀

の

増

加

で

あ

る
。

こ

の

外

九

州

嬉

野

の

茶

は

、

約

十

萬

膀

の

貿

易

に

成

功

せ

ん

と

均

し
て
み
る
。
支
那
茶
の
輸
出
が
打
撃
を
う
け
る
で
あ
ら
う
事
は
、

之
を
疑
ひ
得
な
い
。

農
業
生
塵
の
衰
退
は
、
先
づ
耕
地
の
減
少
に
そ
の
因
を

も
つ

民
国
二
年
よ
り
七
年
に
至
る
耕
地

の
減
少
は
、
既
に
十
分
の
七

功

に
達
す
る
。
第
二
因
は
租
税
の
加
重
で
あ

る
。
米
の
運
輸
は
財

政
的
掠
奪
を
う
け
、
そ
の
負
澹
は
非
常
に
重
い
。
從
っ
て
、
米

支
那
経
溜
め
衰
退
と
そ
の
復
興
問
題

の
配
給

は
敏

活
を
峡

く
。
内

地
の
産
業
匝

に
於
け

る
米

償

は
極

め
て
低
廉

で
は
あ

る

が
(
江
西
省
の
如
き
は
、
昨
年
の
来
債

は

一
石
六

元
で
あ
る
)
。
然

し
消
費

地
に
在

つ
τ
は

、
非
常
に

高
僧

で
あ

る
。

(
上
海

の
如
き
は
、

一
石
二
+
二
元
で
あ
る
)
。
最
近
の

上
海

日
日
新

聞

は
『
恐
怖

下
の
中
國
』
な

る

一
論

説
を
掲
げ

て
言

ふ
。

江
西

の

農

民

は
、
一
石
の
米

を
村

か
ら
城
市
に
運

ん
で

、
そ
れ
を

十

二
元

に
賣

る
。

然
し

、
農

民
は
只

二
元
を

し
か
獲

る

こ
と

が
出
来

な

い
の
で
あ

っ
て

、
そ

の
餓

の
十
元

は
、
悉

く
租
税
徴

牧
機
.關

の

手
に

締
し

て
了

ふ
。

こ
の
故
に

、
今
年

は
昨
年

の
大
兇
作

の
あ

と
を
承
け

て

、
洋

米

の
輸
入

は

}
億

元
の
多
き

に
達

し

た
と
。

(
上
海

の
み
に
就
て
み
る
も
、
本
年

一
月
か
ら
七
月
迄

の
輸
入
滞
米
は
、

捌

銀
八
千
三
百
蝕
萬
元
に
達
す
る
)
。
北
部
の
萎
粉
は
、
民
國
十

一
年

以
後
早
く
も
内
地
の
需
要
に
慮
す
る
こ
と
は
出
來

な

く

な

っ

た
。
上
海
に
輸
入
せ
ら
る

・
量
は
、毎
年
平
均
約
四
・
五
十
萬
袋

で
あ

る
。
十
三
年
以
後
は
、
日
米
爾
國
の
翅
粉
が
大
量
に
輸
入

捌

せ
ら

れ
て

る

る
が

、
然

し
麺
慣

は

}
向

に
低
下
し

な

い
。

二

者
に
述

べ
九
生
産
の
衰
落
並
に
商
業
の
凋
退
は
、
そ
の
重
大

第
三
十
二
巻

四
二
三

第
二
號
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支
那
経
濟
の
衰
退
と
そ
の
復
興
問
題

原
因
の

一
つ
を

、
當
然
に
内
戦
に
求
む
る
こ
と
が
出
来
る
。
然

し
、
吾

々
の
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
事
は
、
内
戦
の
原
因
は

窮

極
に
於
て
叉
、
生

産

の

衰

微
に
在
る
、
と
云
ふ
こ
と
で
あ

る
。
直
截

に
言

へ
ば
、
生
産
の
凋
落
は
、
内
戦
の
決
定
的
原
因

で
は
あ
る
が
、
し
か
も
内
戦
は
、
生
産
に
封
し
て
之
を
褒
退
せ

し
む
る
反
作
用
を
持

つ
。

戦
.寧
は
戦
争
を
根
底
か
ら
浦
減
せ
し
む
る
こ
と
は
出
来
ぬ
。

然
し
乍
ら
、
今
回
の
内
戦
の
終
焉
以
後
に
、
中
國
は
、
従
前
の

李
和
期
に
比
し
て
や

・
長
い
準
和
の
時
期
を
享
有
し
う
る
で
あ

ら
う
。
而
し
て
此
の
卒
和
期
に
於
て
、
中
國
維
濟
は
復
興
す
る

で
あ
ら
う
、
と
信
ず
る
。
復
興
す
る
経
済
は
、
然
し
乍
ら
、
只

金
融
商
業
資
本
の
獲
蓮
に
渦
ぎ
ぬ
。
工
業
は
た
だ
、
外
国
が
許

容
す
る
範
園
に
於
て
、
ま
た
商
業
の
襲
達
が
刺
戟
す
る
限
度
内

に
於
て
、
爽
達
す
る
に
過
ぎ
ぬ
で
あ
ら
う
。
此
ら
の
諸
瓢
に
關

し
て
略
読
を
試
み
よ
う
。

今
次
の
内
戦
は
、
金
融
資
本
並
に
財
政
徴
牧
に
よ
っ
て
蓄
積

せ
ら
れ
た
貨
幣
資
本
を
用
ひ
て
、
組
織
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
資
本
は
、
欧
戦
の
軍
事
技
術
を
組
織
す
る
に
各
参
戦
國
が

第
三
十
二
巻

四
二
四

第
二
號

=
二
八

嘗

っ
て
用
ひ
た
所
の
資
本
と
そ
の
性
質
を
同
じ
く
す
る
。
そ
れ

故
に
、
今
回
の
内
戦
に
用
ひ
ら
れ
た
軍
事
技
術
は
、
欧
戦

の
そ

れ
と
殆
ん
ど
相
等
し
い
。
軍
事
技
術
の
高
度
化
の
故
に
、
使
用

兵

の
数
量
も
大
と
な
り
、
ま
た
築
城
技
術
も
強
く
な
っ
た
。

一

戦
線
の
草
除
は
十
師
か
ら
成
り
、
ま
た

一
路
の
戦
壕

は
長
さ
幾

百
里
に
及
ん
で
み
る
。
且
つ
主
力
軍
を
以
っ
て
職

の
基
本
と
な

す
こ
と
は
、
民
国
以
來

の
如
何
な
る
内
戦
に
於
て
も
、
未
だ
か

つ
て
存
在
し
な
か
っ
た
事
で
あ

る
。
か
く
の
如
き
戦
箏
の
購

へ

を
な
す
に
は
、
従
来
の
各
内
戦
が
必
要
と
し
九
よ
り
も
遙
か
に

人
な
る
費
用
と
長
い
時
間
と
を
要
す
る
。
も
し
今
回
の
内
戦
が

最
短
期
間
内
に
終
結
す
る
と
す
る
も
、
第
二
次
の
大
規
模
戦
争

が
必
ず
同
様
の
結
構
に
於
て
、
爆
嚢
し
來
る
で
あ
ら
う
。
然
し

乍
ら
、
A■
回
の
戦
争
が
終
末
を

つ
け
て
第
二
次
内
戦

の
開
始
さ

る

、
迄
に
は
、
必
ず
比
較
的
長
い
時
間
が
経
過
す
る
で
あ
ら
う
、

と
吾
々
は
推
測
す
る
の
で
あ
る
。

内
戦
か
未
だ
何
ら
の
結
末
を
も
見
な
い
今
日
、
各
産
米
省
匠

は
銑
に
豊
牧
を
偉

へ
て
る
る
。
最
近
の
『
時
事
新
報
』
に
二・口
ふ
。

本
年
・各
産
米
匠
省
の
乱取
{穫
は
、
極
め
て
夏
仔
で
あ
る
。
大
盤

に
於
て
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湖
南
江
西
両
省
の
来
取

は
十
二
分
で
あ
る
。
浦
東

の
米
産
は
、
猛
牛

に
比
し
て
十
分
の
四
の
増
版

で
あ
る
。
ま
た
安
徽
と
南
京

の
交
界
地

方
に
於
け
る
杣
米
生
産
地
域
も
亦
、
鷲
年
を
告
げ
て
み
る
。
要
す
る

に
、
目
前
の
情
勢

に
就
て
論
ず
れ
ば
、

一
ケ
月
以
内
に
大
風

や
長
雨

`

等

の
天
災

の
襲
来
し
な

い
限
り
、
本
年

の
攻
一穫
は
、
帝

に
十
二
分
た

る
の
ウ
な
ら
ず
、
二
十
四
分
で
あ
る
。

農

産
物

の
豊
牧

は
、
之

を
地

主
側
に

立

っ
て
看

れ
ば

、
地
代

の
檜

加
を

結
果
す

る
。
消

費
者

か
ら
看

れ
ば

、
米

償
の
低
落

で

あ

る
。
外
囲

資
本
家

の
立
場

に
在

つ
τ

は
、
蟹

股

は
中
国

農
村

σ
照

貿
ズ

α
輌

復

と

そ
れ

に
僻

凶
封
実

費
.易

の
再
繁
榮

を
豫
捌

す

る
標
識

と
な

る
、
最

近

日
本

通
信

肚

は
最
後

の
難
に
關

し

て

の
論

説
を

上
海

日
宇

報
に
磯

表
し

た
。
彼
ら

が
待
望
し

て

み
た

所

の
も

の
は

、
只
戦

争
の

終
焉

、
土
匪

の
清
掃

並
に
交

通
の
恢

復

の
み

で
あ

る
。
彼

ら
の
輸
出

減
退

は

、
將

に
支

那
農

村
の
購

買

力
恢

復

に
よ

っ
て
、
補

は

る

〉
で
あ
ら

う
。

か
く

て

、
経
済
復

興
を
第

一
に
特

色

付
け

る
所

の
も

の
は
、

外
國

の
封
支

輸
出
貿

易

の
推
進

と
云
ふ

こ
と
で

あ

る
。
i
l
封

支

輸
出
貿
易

の
塘
進

は
、
政
府

に
射
し

て
は

、
關

視
牧
人

の
増

加

を

招
来

す

る
。
國

産
品

と
外
囲

晶
の
交
流

は

、
蕎
勢

を
恢
復

支
那
経
濟

の
衰
退
と
そ
の
復
興
問
題

し
或

は
そ

れ
以
上

に
増
進
す

る
で

あ
ら
う
。
從

っ
て
ま

た
商
業

資
本

も
恢

復
或

は
璽
進
ず

る
で
あ

ら
う
。

大
都
市

に
集

在

せ
る

銀

は
、
此

の
故

に
内
地

に
流

れ
込

み

、
銀

憤

は
そ
の
低
落

に

「

縷

の
希

望
を
見
出

す
に

至
る
で
あ

ら
う
。

か
く
て

又
貸

出
預
金

等

の
銀

行
業
務

も

、
恢

復
或

は
塘

進
ず

る
。
要
言

す
れ
ば

、
金

融

商
業
資
本

の
獲
達

が

、
経
済
復
興

の
第

一
特
色

で
あ

る
。

外
國

の
往
交

工
業
も

亦

、
頽
勢

を
挽

回
し

、
更

に
そ
の
勢

力

　ア
ロ　
　
リ二一も
め
コ
ノ
つノ
コ
む

　

　も
　
コ
コ
ののレした
トヒ
ら　ロこ
ヨ
コ
へ

に
ラ
リコ
こヒ
ヨ
リ
ト
　

メ
、有

毒

走
こ

董
そ

F
オ

σ
狛
美
辞
結
費

目

そ

σ
、綴

鋼
を
増

加

す

る
で
あ
ら
.う
。
支

那
の
綿
織

業

は
、
外
因

束
綿

の
喩

入
替

加

と
云

ふ
條
件

の
下

に
、
僅

か

の

登

蓬

を
な
し
得

る
で
あ
ら

・,
。
そ
の
他

の
工
業
も
亦

、
頽
勢

を
挽
回

す

る
可
能

が
あ

る
。

此

が
第

二
の
特

色
で
あ

る
が

、
然

し

こ
れ
は
從
來

の
趨

勢

の
綴

績

で
あ

る
。

農

産
物

の
豊

牧
は

、
決

し
て
農

業

生
産

力
の
暦
進

に
基

因
す

る
も
の
で

は
な

い
。
商
業

資
本

の
特
殊
的

な
畿
達

並
に
租

税
の

軽

減
不
能

と
云
ふ
環
境

の
下
に
在

っ
て
は
、
更

に
ま

た

工
業
原

料

と
し

て
外
國

品

を
使
用
す

る
と
云

ふ
如

き
條
件

の
下
に
於

て

は

、
農

民

は
只
依
然

と
し

て
破
産

の

「
路

を
辿

る
の
み
で
あ
ら

第
三
十
二
巻

四
二
五

第

二
號

=
二
九



支
那
経
済

の
衰
退
と
そ
の
復
興
問
題

う
。
、こ

れ
が
経
済
復
興
第

三

の
特

色
で
あ

る
。

以

上
述

べ
た
諸
事
情

か
ら
看

れ
ば

、
中
國

経
済

の
復
興

は

,
決

し

て
従

来

の
肚
會
経
済

關
係
を

改
饗
す

る

こ
と
は
出
来

ぬ
。
も

し

か
く
の
如
き

趨
勢

を

し
て

、
そ
れ

が
赴
く

ま

・
に
放
任

す

る

と
す

れ
ば

、
長

期

(
比
較
的
)
の
李

和

の
中
に

、
不

和
を
破
壊

す

る
第

二
次

の
大

規
模
内
戦

が
醗
醸

せ
ら

る

・
で
あ
ら

う
。
歴
史

乃
盾
…叫翼
ま

、
き
ぎ
ろ

こ
、
野
礁
寸
D
雲
ム
ひ
を

と

、
る
。

(
巧

工轟.
を

`
4

'
し
一
.
Y
^
.・
(
.」芝
」
〆
φ

'

三

も
し

果
し

て
、
今

後

の
経

済

が
前
述

の
如
き
特

色

の
下
に
復

興

す

る
と
す
れ
ば

、
次
の

二
つ
の
事

項
が
、
吾

々
の
豫
断

に
値

す

る
。
帥

ち
第

一
は
勢

働
運
動

の
擡

頭
で
あ

り

、
第

二
は
農

村

騒
動

の
生
起

で
あ

る
。

三
年

前
の
國

民
革

命
高
張

時
期

(
一
九
二
五
年
一

一
九
二
七
年
)

に
於

て
は

、
勢
働

運
動

は
攻
勢

に
在

っ
た
。
然

る
に

、

一
九

二

七
年
か

ら

}
九

二
九

年
に

は
、
勢
働
運
動

は
消
沈

し
始

め
た
。

最

近
の

ニ

ケ
年

に
は

、
資
本

の
攻
勢

が
成

立
し
た

の
で
あ

っ
て

努
資

の
紛
糾
事

件

の
う
ち
大
部

分

は
、
資
本

主
に

よ

る
解

雇

か

ら
蛋

生
し

た
も
の
で
あ

る
。
同
時

に
勢
働
者

の
政
治

意
識
も

、

第
三
十
二
巻

四
二
六

第

二
號

一
四
〇

既

に
沈

寂

の
境

に
陥

り

、
資
本

の
攻
勢

に
対
抗

す
る
た
め
の
防

禦
戦

と
し

て
の
経
済
圃

争

以
外

に
は

、
政

治
運
動

は
殆
ん
ど
見

ら

れ
な

い
。
革

命

の
終

末

以
後

に
於
け

る
経

済

の
衰
微

と
内
戦

の
勃
磯

と

は
、
労
働

民
衆
の
政
治
意
識

を
加

速
度
的

に
沈
寂

せ

し

め
た

か
ら

で
あ

る
。

然
し

乍
ら

、
維

濟

が

「
度

ぴ
復
興

の
階
段

に
入
れ
ば

、
勢

働

,邑
-η
」」
、

二
Ψドミ
)

⊃

訓
穿
糟n馬
9
置==

)
二
、F
し
「
ニ
ト
可、」=

)
O

辿

重

に

ユ
翁

σ

ぺ

、
弄
葬

る

毒

9
老

に

斜

才

て
耳

廻

づ

そ

各
國
の
社
倉
運
動
史
は
、
努
働
運
動
の
撞
頭
が
工
業

の
振
興
稜

達
と
正
比
例
す
る
を
示
し
て
み
る
。
今
後
の
中
国
も

、
此
の
例

に
漏

れ
な
い
で
あ
ら
う
。

郷
村
に
在

っ
て
は
、
農
業
は
既
に
商
業
金
融
資
本

の
登
達
の

犠
牲
に
供
せ
ら
れ
て
み
る
が
、
農
業
の
困
難

の
加
重
す
る
に
つ

れ
て
、
農
村
騒
動
は
必
ず
生
起
す
る
。
然
し
乍
ら
、
経
済
復
興

期
に
於
け
る
農
村
騒
動

は
、
紛

ふ
方
も
な
く
、
現
下
の
そ
れ
と

は
質
を
異
に
す
る
。
昨
年
の
普
遍
的
餓
荒
は
、
失
業
農
民
を
駆

っ
て
、
游
兵
無
産
者
と
共
に
暴
動
を
起
さ
し
む
る
に
至
っ
た
。

然
し

一
度
ぴ
豊
年
と
な
れ
ば
、か

、
る
暴
動

は
勿
ち
潰
滅
す
る
。

農
民
は
、
永
久
に
村
を
離
れ
て
軍
に
從

ふ
こ
と
は
出
来
ぬ
の
で



あ

っ
て
彼
ら
は
、
播
種
牧
穫
の
時
期
に
は
蹄
村
し
な
け
れ
ば
な

ら
ぬ
。
あ
る

一
二
の
匝
域

で
農
民
が
土
地

に
封
ず
る
彼
ら
の
欲

求
を
満
す
こ
と
が
出
來
れ
ば

、
彼
ら
は
、
地
主
に
封
ず
る
攻
勢

か
ら
轄
じ
て
、
耕
地
保
有
の
守
勢

に
う
つ
る
。
か
く
の
如
き
情

勢

の
下
に
於
て
は
、
現
下
の
農
村
騒
動
も
や
が
て
消
滅
す
る
で

あ
ら
う
。
而
し
て
此
に
代

っ
て
興

る
も
の
は
、
農
.民
の
地
主
に

封
ず
る
経
済
翻
孚
で
あ
る
。
も
し
地
主
の
反
攻
が
弧
列
で
あ
れ

ば

.
か

・
る
経
済
浬
動
は
政
治
運
動
に
韓
化
す
る
で
あ
ら
う
。

都
市
農
村
に
於
け
る
耐
會
浬
動

は
、
翫
述
の
政
治
的
循
環
を

し

て
、
愈

々
的
確
な
ら
し
む
る
。
よ
し
吾
々
を
し
て
太
平
を
粉

飾
せ
し
め
す
と
も
、
如
上

の
豫
測
は
決
し
て
過
誤
で
は
な

い
で

あ
ら
う
。

肚
會
運
動
の
再
起
と
共
に
、
肚
會
思
想
も
亦
　彼
達
す
る
。
軍

警
の
灌
力
は
、
断
じ
て
か
く
の
如
き
趨
勢
を
杜
絶
す
る
こ
と
は

出
来
ぬ
。
正
確
な
る
思
想
と
正
確
な
る
政
治
方
針
の
み
が
、
濁

.り
よ
く
青

年
知
識
分
子
を
領
導
し
て
、
中
国
の
前
途
に
寄
興
せ

し
む
る
こ
と
が
出
来

ろ
。

四

支
那
維
濟

の
衰
退
と
そ
の
復
興
問
題

も

も

も

へ

も

ヘ

ヘ

ヘ

へ

も

ヘ

ヘ

へ

あ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

政
治
循
環
は
、
そ
の
本
質
上
、
人
力
を
用
ひ
て
之
を
打
破
す
る

へ

あ

も

ヘ

ヘ

へ

こ
と

が
出
來

る
。
金
融
商

業
資
本

が
特
殊

な
蛮
達

を
な
し

て
、

農

村

が
嚢
放

し
、

工
業

の
振
は
ざ

る
現
勢

を
打

倒

せ
ん

と
す

る

努

力
の
う
ち

、

反
帝
國
主

義
運
動

並
に
金
融
資
本

の
國
家

統
制

こ
そ
、
最
も

重
要
な

る
勢

作
で
あ

る
。
吾

々
.は
、
政
府

と
國
民

が
協

力
し

て
、
此
の
努

力
に
向

は
ん

こ
と

を
念

願
と
す

る
。
次

に

二
つ
の
問
題

を
提

起
し

よ

う
。

かけ

一
十
血
、
翫
ー
ヨ
hり
測
隔天
・父
㌧
凄
}
・
封

免
、ど
業

つ
一」
兜昌

一
館員
ヨ

ム
ニン
剛
か

ノ.
一
(
[薩
ゾ4ソ刃
一
ノ
立

罷

工↑
2
1⊥
、'
一
ゐ勇

一
ユ
ー

と
な
し

て
み

る
。
然

る
に

、
何
故
地
.租
は
輕
減

せ
ら
れ
す

し
て

反

っ
て
加

重
し

て

み
る
か
、
と
云

ふ
問
題

で
あ

る
。

中

央
政
府

の
牧
人

は
、
關
視
を

以

っ
て
第

一
と
な
し

て
み

る
。

そ
の
次

は
各

種

の
螢
業
税

で
あ

る
。
各

省

の
牧
人

も
亦

、
麓

全

域

は
螢
業
税
を
第

一
と
な
す
。
廣

東
の
如
き

は
、
地

租
は
第

三

位
に
列

す

る
。
か
く

て
政

府

の
財
源

は
、
大
膿
農

村

か
ら

都
市

に
移

っ
た
の

で
あ

る

。
又

現
に
移

り

つ

》
も
あ

る
。
然

る
に

、

地

租

は
此
の

弛
め
に
軽
減
し

九
と

は
決
し

て
言

へ
な

い
。
例

へ

ば
紹

興

に
於
け

る
本

年
上
半

年
の
徴
税

に
於

て
は

、
附
視

は
正

税

よ
り

も
大

で
あ
り

、
附

視

の
抵

補
金
も
亦

正
税

よ
り
は

大
で

第
三
十
二
港

四

二
士

第
二
號
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四
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支
那
経
済
白
衰
退
と
そ
の
復
興
問
題
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U
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持
品
川
向
問
中
引

一
品
叫
場
内

育
附
税

一
成
麹

設
附
税

建

設

特

摘

一

・

0
0

会

徴
収
費

0
・二ハ二

拍
車
皿
経
費

0
・一

O

合

計

四

・

二

五

二

ま
大
奉
賢
十
九
年
度
の
回
賦
は
征
畝
拍
の
名
目
土
佐
帯
び
て
ゐ

る。
あ
る

fW 
ち
そた
の
主日
し

附

税

毎
正
枕
一
一
隅
折
征

(
車
位
一
苅
)

附
枕
l
省

枕
特

摘
備
荒
摘

白
治
摘

左
の
如
し
。

鴇

費

教

育

建

設
公

安

警

察

一・五

0

0
・三

0

0
・
四
四

0
・三

O

0
・0
八

〉

〉

二

f
L
.
r
L
F寸

C
・
一
五

O 

五

抵
補
金
附
税

毎
石
正
枕
折
徴

附
枕

l
省

税

特

指
一
成
教

育
附
祝

-
p
v
ん
怯
E

F

巴
H
M
求
金
民

設
附
枕

窓

設

特

摘
徴
政
資

治

資

経

費

ふ
l

0
・0
二
五

0
・O
A

0
・
0
一一一

0
・O
五

0
・O
A
五

一子
0
0

0
・三

0

0
・五

0

0
・=一

O

0
・三

C

一・

0
C

0
・
一
一
一
一
五

0
・一

O

五
・
六
一
一
一
五

第
三
十
二
巻

四
二
八

第
二
時
抗

l"l 

III農積白

測場穀治

0
・0
一一

0
・0
=
一五

0
・0
一五

0
・。一一

か
く
の
如
く
、
国
家
が
商
税
を
以
っ
て
主
要
牧
入
と
な
し
つ

、
も
、
而
む
回
税
の
少
し
も
軽
減
し
な
い
基
因
は
、
中
岡
枇
曾

の
結
構
白
鶴
に
存
在
す
る
。
中
園
は
、
商
業
資
本
の
濁
特
に
溌

達
し
た
農
業
闘
で
あ
る
。
而
し

τ商
業
資
本
は
、
農
民
の
生
産

か
ら
蓄
積
せ
ら
る
三
そ
れ
散
に
、
商
税

ω加
重
は
農
民
の
負

携
に
輔
嫁
せ
ら
る
三
紛
ふ
方
も
な
く
、
商
殺
は
農
民
に
た
い

す
る
間
接
的
負
携
で
あ
り
、
地
租
は
直
接
的
負
擦
で
あ
る
。
商

税
が
加
重
し
つ
?
も
、
而
も
何
故
に
田
税
が
軽
減
し
な
い
か
は

か
く
て
依
然
と
し
て
一
個
の
問
題
を
形
成
す
る
。
こ
の
問
題
の

解
決
せ
ら
れ
ざ
る
限
り
、
農
業
生
産
力
は
決
し
て
褒
逮
せ
す
、

農
民
の
破
産
は
救
済
し
得
ら
れ
な
い
。

第
二
に
提
示
す
る
問
題
は
、
園
税
牧
入
は
、
支
那
に
於
け
る

最
大
の
資
本
蓄
積
で
あ
る
。
然
る
に
何
故
に
、
園
管
事
業
が
護

達
し
な
い
か
、
と
云
ふ
事
で
あ
る
。
民
闘
十
八
年
の
図
案
牧
入

は
概
略
突
の
如
く
で
あ
る
d

(
車
位
元
)
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毎
年
三
億
一
冗
以
上
の
安
本
が
蓄
積
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
も
し
此

藍盟関
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花酒

の
大
部
分
が
、

事
業
の
に
め
に
用
ひ
ら
る
、
な
ら
ば
、

必
す
よ

く
財
政
負
憶
は
農
民
か
ら
岡
家
産
業
の
上
に
移
る
で
あ
ら
-
フ
O

而
し
て
軍
隊
と
官
交
の
組
織
配
分
は
、
必
守
相
首
の
限
度
に
ま

で
減
ぜ
ら
れ
ね
ば
な
ら
ね
。
{
呂
町
営
事
業
は
往
々
に
し
て
官
官
白
業

に
墜
す
る
。
況
ん
や
財
政
牧
入
の
未
だ
用
ひ
て
官
管
事
業
に
到

ら
ざ
る
を
や
、
で
あ
る
。

意
ふ
に
ま
か
せ
て
提
出
じ
た
幾
個
か
の
統
計
は
、
己
に
中
国

が
現
に
持
っ
て
ゐ
る
幾
つ
か
の
重
大
問
題
は
、
凡
て
之
を
解
決

支
那
終
浴
の
衰
退
と
そ
の
復
興
問
題

し
う
る
斯
の
も
の
で
あ
る
、
こ
と
そ
指
示
し
て
ゐ
る
。
然
る
に

も
し
此
ら
の
諸
問
題
が
解
決
せ
ら
れ
な
い
な
ら
ば
、
前
述
の
趨

勢
は
、
之
が
挽
回
の
墜
を
失
ふ
で
あ
ら
う
。
仮
に
、
農
業
が
地

租
改
在
後
に
登
達
す
る
と
す
れ
ば
、
ま
に
図
賛
事
業
が
反
帝
図

主
義
運
動
の
う
ち
に
褒
育
す
る
と
す
れ
ば
、
支
那
経
済
の
復
興

は
支
那
に
於
け
る
農
業
並
に
工
業
生
産
ぞ
破
壊
す
る
如
き
趨
勢
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